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方式 略記 光源 輝度調整 薄膜化 大型化 量産化 消費電力
液晶 LCD（Liquid Crystal Display）
バックライト
（蛍光灯；非自発光）
液晶の配向変化 ○ △ ○ ○
プラズマ PDP（Plasma Display Panel）
紫外線励起による
蛍光体からの発光
プラズマ発光量 ○ ◎ △ △
有機EL






◎ × × ○
ブラウン管 CRT（Cathode Ray Tube）
電子線励起による
蛍光体からの発光

























































































































































































































実現年 2000 2005 2010
画面サイズ・対角（インチ） 32 50 50
精細度（ppi） 15～ 40 40～ 50 50～ 100
発光効率
（lm/W）
液晶 2 3 4
プラズマ 1.2 5 10
有機EL 1～ 2 7 14
ブラウン管 2 2 2
消費電力
（W）
液晶 140 120 100
プラズマ 300 200 120
有機EL ― 60 30











































































































































































































































































































































































年 プロジェクト 予算（億円） 主な開発項目 特記
’03～ 05 省エネ型次世代PDP 7.7
高効率発光機構、発光効率を高める為の蛍光体材料、
製造工程の省エネ
’02～ 06 高効率有機デバイス 7.8
高効率発光素子・材料、大面積形成技術、有機トラ
ンジスタ等の要素技術
’03～ 05 高分子有機EL発光材料 4.7
新規共役系高分子有機EL発光材料の合成技術、精製
技術および量産化技術

















































































































































































































































































































  h t t p : / /www . n e d o . g o . j p /
nanoshitsu/project/loadmap.pdf








（万） 画面の縦横比用途 呼称 横 縦
パソコン
VGA（Video Graphics Array）；基本  640  480  31 4：3
SVGA（Super-VGA）  800  600  48 4：3
XGA（eXtended-VGA）  1024  768  79 4：3
SXGA（Super-XGA）  1280  1024  131 5：4
SXGA+（SXGAの縦横比を４：３に）  1400  1050  147 4：3
UXGA（Ultra-XGA）  1600  1200  192 4：3
QXGA（Quadruplet-XGA；XGAの４倍）  2048  1536  315 4：3
QSXGA（Quadruplet-SXGA；DXGAの４倍）  2560  2048  524 5：4
QUXGA（Quadruplet-UXGA；UXGAの４倍）  3200  2400  768 4：3
テレビ
480i（インタレース）/480p（プログレッシブ）  720  480  35 3：2
720p  1280  720  92 16：9
1080i（ハイビジョン）  1920  1080  207 16：9




















































　この方法で色度を規定するのが CIE 1931 RGB表色系である。これによりすべての色は３
次元空間上の一点として表わせる。このRGB３次元空間を全ての色域表現おいて、パラメー
タが負にならない様に扱いやすい座標軸（XYZ軸）に変換し，さらに正規化して二次元平面に
投影したのが、CIE‐xy色度図である。
　CIE‐xy色度図は、現在最も一般的で厳密な色表現系に用いられている。この色度図では、
グラフ（可視領域）の外周がスペクトル上の単色光，内側が単色光を組み合わせてできる混合
色に相当し、内側に進む程、鮮やかさ（彩度）が低下する。加色混合により色を表現する場合、
複数の基準色がCIE‐xy色度図で示される点が形成する多角形で囲まれた部分の色のみが再現
出来る。一般に各波長の単色光は、加色混合では表現出来ない場合が多い。CIE‐xy色度図か
らは、特にRGB 3原色の加色混合では、鮮やかな緑や３原色の補色であるシアン、マゼンタ、
黄色が表現出来ない事が分かる。
　図表 13　CIE-xy 色度図
